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〔裏面記事〕
• �侍浜中学校柔道部岩手県大会
入賞

• �消費者力アップ講座」を実施
• �スマートフォン教室」を実施
• �侍浜小学校芸術鑑賞教室
• �侍浜駐在所たより
• �しっかり鍵かけ防犯を呼びか
け

• �拓陽支援学校だより
• �侍浜町の人口と世帯数
• �お知らせ

生
徒
全
員
が
唯
一
無
二
の
文
化

祭
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
文
化

祭
に
は
久
慈
中
学
校
の
生
徒
も

訪
れ
、
交
流
の
取
組
み
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
侍

浜
の
子
供
た
ち
が
元
気
に
中
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
を

願
う
も
の
で
す
。

　

令
和
八
年
は
、午
年
で
あ
り
、

「
飛
躍
や
前
進
を
象
徴
し
、成
長

や
成
功
を
願
う
の
に
最
適
な

年
」と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
午
年
に
あ
や
か
っ
て
、
侍
浜

町
の
皆
様
が
健
や
か
に
過
ご
さ

れ
、
子
供
た
ち
が
元
気
に
飛
躍

し
て
い
く
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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員
が
見
事
に
遂
行
し
、
準
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。
準
決
勝
は

残
念
な
が
ら
敗
れ
ま
し
た
が
、

全
員
が
次
の
課
題
を
見
つ
け
、

前
に
進
む
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
今
後
の
皆
さ
ん
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
侍
浜
中
学
校
が
こ
の

三
月
で
久
慈
中
学
校
に
統
合
と

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
寂
し
さ

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
後

の
体
育
祭
が
「fly

 h
ig

h
!

」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
月
一
七
日
に

行
わ
れ
、「
侍
中
ソ
ー
ラ
ン
」
の

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
小
学
生
や

卒
業
生
、
保
護
者
達
も
一
緒
に

舞
い
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。
同
じ
く
最
後
の
文
化
祭

が
十
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
、

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

侍
浜
町
の
皆
様
に
は
、
新
年

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
侍
浜
町
振
興
協
議
会

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

お
む
ね
順
調
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
町
内
の
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
十
三
日
に
定
期
総
会
を

開
催
し
、
少
子
高
齢
化
や
役
員

の
担
い
手
不
足
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
令
和
四
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
市
の
未
来
づ

く
り
事
業
に
よ
り
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
事
項
に
つ
い

て
提
案
し
、
ご
決
定
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
内
容
と

し
ま
し
て
は
、
健
全
育
成
部
と

環
境
福
祉
部
の
統
合
、
広
報
委

員
会
委
員
を
町
内
全
体
か
ら
選

任
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
、
総

務
委
員
会
や
財
務
委
員
会
の
強

化
、
連
携
を
図
る
た
め
の
事
務

局
長
会
議
の
設
置
等
で
す
。
こ

れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
各
部

の
連
携
が
図
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
は
は
か
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

八
月
十
日
に
は
、
第
十
七
回

侍
浜
夏
ま
つ
り
・
懸
賞
盆
踊
り

大
会
を
六
年
ぶ
り
に
開
催
で
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
や
台
風

の
影
響
に
よ
り
開
催
で
き
な
い

で
お
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り

に
外
で
開
催
で
き
、
多
く
の
町

民
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
踊

り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
市
民
セ
ン

タ
ー
の
お
力
を
借
り
、
と
も
に

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
太
鼓
と
唄
を

伝
承
、
夏
ま
つ
り
を
継
続
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
懸

賞
に
つ
き
ま
し
て
協
賛
金
等
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

十
一
月
九
日
に
は
、
第
二
回

侍
浜
秋
祭
り
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。当
日
は
、ま
ず
ま
ず
天
気

に
恵
ま
れ
多
く
の
皆
様
が
来
場

し
、
展
示
部
門
や
出
店
部
門
を

楽
し
み
ま
し
た
。
侍
浜
の
町
民

が
出
店
者
や
お
客
さ
ん
等
色
々

な
場
面
で
主
役
と
な
り
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
侍
浜
町
の
出
来
事
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
二
月
十
六

日
の
「
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
柔
道
大
会
」
に
お
き
ま
し
て

侍
浜
柔
道
教
室
が
十
六
年
ぶ
り

の
県
４
強
に
輝
き
ま
し
た
。
軽

量
の
小
兵
軍
団
の
侍
浜
柔
道
教

室
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
、
全

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

十
一
月
二
十
七
日
（
木
）、交

通
安
全
・
防
犯
・
環
境
衛
生
合

同
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ

れ
、
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

侍
浜
町
か
ら
は
林
﨑
正
人
氏

と
上
森
邦
夫
氏
が
受
賞
。

　

林
﨑
氏
は
、永
年
に
わ
た
り
、

侍
浜
地
域
防
犯
協
会
の
事
務
局

長
と
し
て
地
域
で
の
防
犯
活
動

に
取
り
組
む
な
ど
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
防

犯
功
労
と
し
て
市
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
森
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
防
犯
活
動
や
市
防
犯
協
会

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
市

防
犯
協
会
連
合
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
お
二

方
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
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十
二
月
五
日
（
金
）
に
地
域

の
一
員
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
へ
の

感
謝
の
思
い
を
込
め
て
、「
ま

ご
こ
ろ
サ
ン
タ
大
作
戦
」
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
ま
ご
こ
ろ
サ
ン
タ
大
作
戦
」

は
、毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
、

サ
ン
タ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
活
動

で
す
。今
年
も
全
校
で
協
力
し
、

仲
を
深
め
な
が
ら
、
学
校
周
辺

の
道
路
の
落
ち
葉
拾
い
を
中
心

に
校
外
班
ご
と
に
行
い
ま
し

た
。

第１位　侍浜中学校最後の文化祭　思い出展示も開催
第２位　侍浜中学校最後の体育祭が開催
第３位　�第 17 回侍浜夏まつり・懸賞盆踊り大会を６年

ぶりに開催
第４位　本波壽仁氏　瑞宝単光章を受章
第５位　第２回侍浜秋まつり　開催

令和７年令和７年
侍浜町侍浜町五大ニュース決

定五大ニュース決定
　令和７年の侍浜町五大ニュースは、「侍浜中学校最後の文化祭　思い出展示も開

催」が第 1 位となりました。また、第２位は「侍浜中学校最後の体育祭が開催」と

なり、いずれも侍浜中学校の話題となりました。侍浜中学校は令和８年３月をもっ

て閉校となり、久慈中学校へ統合することになることから、町民の皆さまの侍浜中

学校に対する想いが集まりました。

　第４位には「本波壽仁氏　瑞宝単光章を受章」が選ばれ、受章の栄誉をたたえる

気持ちや長年の消防団活動に対する敬意が表れました。

　令和７年の侍浜町五大ニュース及び掲載号は次の通りです。
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久慈市立侍浜中学校

「閉校記念式典」 ・ 「感謝の集い」 のご案内

　侍浜中学校は本年度をもって閉校いたします。卒業生や地域の皆様の多数の参加を心より
お待ちしております。

侍
浜
中
学
校

侍
浜
中
学
校

ま
ご
こ
ろ
サ
ン
タ

ま
ご
こ
ろ
サ
ン
タ

大
作
戦
！

大
作
戦
！

□と　き / 令和8年3月14日（土）

□ところ / 侍浜中学校体育館
●14時00分～（受付13時30分～）　閉校記念式典
●15時15分～（受付14時55分～）　感謝の集い
　　＊思い出スピーチ、思い出スライドショー

＜参加申込み＞
□QR コードを使用した申込み →
□FAXによる申込み　58-2132
□電話による申込み　58-2120
　申込み締め切り　2月1日（日）

交
通
安
全
・
防
犯
・
環
境
衛
生
合
同
表
彰
式

交
通
安
全
・
防
犯
・
環
境
衛
生
合
同
表
彰
式

林
﨑
氏
、上
森
氏
が
受
賞

林
﨑
氏
、上
森
氏
が
受
賞

侍
浜
町
振
興
協
議
会

侍
浜
町
振
興
協
議
会    

会
長
会
長    

久
　
慈
　
清
　
悦

久
　
慈
　
清
　
悦
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・
一
日　
　

元
日

・
五
日　
　

官
公
庁
仕
事
始
め

・
五
日　
　

市
民
新
年
交
賀
会

・
八
日　
　

�

冬
休
み
！
侍
浜
子
ど

も
塾

・
十
一
日　

�

久
慈
市
二
十
歳
の
つ

ど
い

・
十
二
日　

成
人
の
日

・
十
二
日　

久
慈
市
消
防
出
初
式

・
十
四
日　

�

侍
浜
中
学
校
三
学
期

始
業
式

・
十
五
日　

�

侍
浜
中
学
校
実
力
テ

ス
ト

・
十
五
日　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

冬
季
休
業
明
け
全
校

集
会

・
十
六
日　

�

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー

開
放
の
日

・
二
十
日　

�

侍
浜
小
学
校
三
学
期

始
業
式

・
二
二
日　

�

放
課
後
子
ど
も
教
室

「
浜
っ
子
な
か
よ
し

ク
ラ
ブ
」
閉
講
式

・
二
八
日　

�

久
慈
市
中
学
校
リ
ー

ダ
ー
交
流
会

・
二
九
日　

�

久
慈
拓
陽
支
援
学
校

高
等
部
入
学
者
選
考

日

・
三
十
日　

�

久
慈
中
学
校
入
学
説

明
会

お
知
ら
せ

〇
一
月（
睦
月
）

侍浜町の人口と世帯数
（令和７年 11月末現在）

○人口� 2,034 人　（－ 60）
　　男� 961 人　（－ 22）
　　女� 1,073 人　（－ 38）
○世帯�　 987 世帯（－ 13）

※　（　）内は前年比

賞
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
小
中
学
校
の
適

正
配
置
に
よ
り
久
慈
中
学
校
と

統
合
に
な
る
こ
と
か
ら
『
侍
浜

中
学
校
』
の
看
板
を
背
負
っ
て

戦
え
る
最
後
の
大
会
で
し
た
。

そ
の
最
後
の
機
会
で
岩
手
県
中

学
校
体
育
連
盟
主
催
の
公
式
大

会
で
『
侍
浜
中
学
校
』
の
名
前

　

令
和
七
年
十
一
月
十
五
日

（
土
）、
十
六
日
（
日
）
に
花
巻

市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
岩
手
県

中
学
校
新
人
大
会
柔
道
競
技
」

に
出
場
し
た
全
選
手
が
三
位
入
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を
記
録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
、
決
し
て
大
人
数
で

は
な
い
集
団
で
す
が
、
練
習
量

と
質
、
遠
征
等
で
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
結
果

と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

　

『
侍
浜
中
学
校
柔
道
部
』
は

強
豪
と
し
て
も
知
ら
れ
、
過
去

に
は
何
人
も
優
勝
者
、
入
賞
者

を
輩
出
し
、
個
人
・
団
体
戦
、

男
女
共
に
東
北
、
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
て
い
る
歴
史
あ
る

部
で
す
。そ
ん
な
過
去
の
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
想
い
も
力
に
変
え
て
結

果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
選
手
達
は
来
年
度
以
降
も

『
侍
浜
中
学
校
柔
道
部
』
の
誇

り
を
胸
に
新
た
な
環
境
で
も
頑

張
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

十
月
二
十
日
（
月
）、
侍
浜

町
内
で
鍵
か
け
を
呼
び
か
け
る

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
久
慈
警
察
署

生
活
安
全
課
の
主
催
で
、
今
年

度
の
鍵
か
け
モ
デ
ル
地
域
に
外

屋
敷
、
向
町
、
桑
畑
、
堀
切
の

四
町
内
会
が
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
久
慈
警
察
署
や
侍
浜

駐
在
所
の
他
、
振
興
協
議
会
防

犯
防
災
部
、
侍
浜
保
育
園
の
園

児
が
参
加
。

　

向
町
の
お
宅
で
は
、
園
児
が

住
民
に
対
し
鍵
か
け
の
呼
び
か

け
を
実
施
。
チ
ラ
シ
の
配
布
も

行
い
、
鍵
か
け
の
大
切
さ
を
伝

え
ま
し
た
。

　

向
町
公
民
館
で
は
、
町
内
の

み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
園
児
か
ら
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

侍
浜
町
内
で
は
、
鍵
の
か
け

忘
れ
な
ど
で
、
空
き
巣
や
泥
棒

の
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
鍵
を
か
け
な
い
状
態
で
は

盗
難
に
遭
う
だ
け
で
な
く
、
犯

人
と
鉢
合
わ
せ
す
る
可
能
性
も

高
ま
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
鍵
か

け
を
意
識
し
、
防
犯
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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❧
❧
❧
❧
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❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
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サ
イ
ク
ル
方
法
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

何
れ
も
具
体
的
な
事
例
を
交

え
て
の
講
義
で
、
参
加
者
は
身

近
な
生
活
に
関
す
る
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
の
、
町
老

連
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
二
月
九
日
（
火
）、
侍
浜

市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
消

費
者
力
ア
ッ
プ
講
座
」
を
侍
浜

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
研
修

会
も
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を
も
と

に
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ

な
い
た
め
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
市

内
で
も
詐
欺
や
ナ
リ
ス
マ
シ
等

の
事
件
が
起
き
て
い
る
状
況

や
、
う
ま
い
儲
け
話
や
悪
徳
商

法
に
引
っ
掛
か
ら
な
い
方
法
等

を
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
は
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え

る
と
い
う
内
容
で
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
に
つ
い
て
町
内
会
等
で
行

え
る
取
り
組
み
の
紹
介
や
、
リ

し
っ
か
り
鍵
か
け

し
っ
か
り
鍵
か
け

防
犯
を
呼
び
か
け

防
犯
を
呼
び
か
け

　

十
一
月
十
五
日
（
土
）、
拓

陽
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

拓
陽
支
援
学
校

拓
陽
支
援
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

〈
拓
陽
祭
～
拓
陽
パ

ワ
ー
∞
（
無
限
大
）〉

度
か
ら
午
前
中
の
み
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
作
品
展
示
、
作
業
製
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
を
目
一
杯

使
っ
て
、
学
校
中
が
大
盛
り
上

が
り
！
ご
来
校
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
的

な
操
作
方
法
、
写
真
や
動
画
の

撮
影
方
法
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
た
情
報
収
集
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
等
の
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師

や
市
担
当
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
、
普
段
感
じ
て
い
る
疑
問

等
を
積
極
的
に
質
問
す
る
な

ど
、
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
誰
も
が

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

学
習
機
会
提
供
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）、

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
中
、県
内
で
は
、

除
雪
作
業
や
屋
根
か
ら
の
雪
下

ろ
し
中
に
転
落
す
る
な
ど
し

て
、
三
人
が
亡
く
な
り
、
二
十

人
以
上
の
方
が
怪
我
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

《
日
常
に
お
け
る
注
意
点
》

【
落
雪
】

　

�

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
に
は
要

注
意
（
特
に
晴
れ
の
日
）
！！

【
転
落
】

　

�
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落

に
注
意
！！

【
転
倒
】

　

�

雪
の
降
り
始
め
の
時
期
や
凍

結
路
面
に
注
意
！！

侍
浜
駐
在
所
た
よ
り

侍
浜
駐
在
所
た
よ
り

降
積
雪
期
に
お
け
る

降
積
雪
期
に
お
け
る

災
害
防
止
対
策

災
害
防
止
対
策

侍
浜
中
学
校
柔
道
部

岩
手
県
大
会
入
賞

「
ス
マ
ー
ト

「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
」

フ
ォ
ン
教
室
」

を
実
施

を
実
施

「
消
費
者
力

「
消
費
者
力

ア
ッ
プ
講
座
」

ア
ッ
プ
講
座
」

を
実
施

を
実
施

か
っ
た
四
つ
の
楽
器
を
実
際
に

目
に
し
、
そ
の
構
造
を
知
り
、

生
の
音
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
学
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
日
（
木
）、「T

o-

ricco Q
u

artet

（
と
り
っ
こ

カ
ル
テ
ッ
ト
）」
に
よ
る
木
管

金
管
四
重
奏
の
芸
術
鑑
賞
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
曲
や
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
、
興
味
を
引
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
楽
し
く
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

演
奏
後
、T

oricco Q
u

art-

et

か
ら
お
礼
の
お
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
児
童
の
皆
様
が
音
楽
に
合

わ
せ
て
身
体
を
揺
ら
し
た
り
、

司
会
の
言
葉
に
反
応
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
と
、
あ
た
た
か
な
ご

様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
、
私

た
ち
も
共
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

児
童
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
や
映

像
で
し
か
触
れ
る
こ
と
の
な

侍
浜
小
学
校

芸
術
鑑
賞
教
室


